
異
化
の
詩
教
育
学

1
教
材
編
成
の
理
論
と
方
法

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
　
ポ
ス
ト
鑑
賞
論

異
化
の
詩
教
育
学

詩
の
教
材
編
成
〕

足
　
立

院
　
男

1

　
研
究
の
課
題

　
本
研
究
で
は
、
異
化
の
詩
教
育
学
を
ふ
ま
え
た
教
材
編
成
の
理
論
と
方
法
に
つ
い
　
　
　
　
　
教
材
研
究
の
成
果
と
問
題
点

　
　
　
　
一
1
〕

て
考
察
す
る
。
詩
教
材
は
、
詩
教
育
を
成
立
さ
せ
る
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
詩
教

材
を
、
ど
の
よ
う
な
観
点
で
編
成
し
て
い
く
か
、
と
い
う
問
題
は
、
詩
教
育
に
と
っ
　
　
　
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
詩
の
世
界
は
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
国

て
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
教
科
書
の
詩
教
材
は
、
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
の

　
本
研
究
で
は
、
ポ
ス
ト
鑑
賞
論
の
立
場
か
ら
、
従
来
の
鑑
賞
中
心
の
教
材
編
成
の
　
　
か
を
、
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
み
ら
れ
た
詩
の
教
材
研
究
は
、

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
本
論
文
の
主
題
で
あ
る
、
「
異
化
の
世
界
を
作
り
　
　
　
①
作
者
と
作
品

だ
す
詩
教
育
」
に
独
自
の
教
材
編
成
案
に
つ
い
て
提
案
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
作
品
と
教
材

　
私
の
詩
教
育
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
詩
教
材
と
は
何
か
、
と
い
う
教
材
論
　
　
　
③
教
材
と
読
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
一

に
つ
い
て
は
、
何
度
か
考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
、
個
別
の
詩
人
・
作
品
を
事
例
と
　
　
と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
一
般
的
な
教
材
研
究
の
観
点
を
知
る
に
は
、
『
教
師
用

し
た
も
の
が
多
く
、
詩
の
世
界
を
包
括
す
る
教
材
編
成
の
方
法
と
い
う
の
で
は
な
か
　
　
指
導
書
』
を
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
小
学
校
の
詩
教
材
で
は
、
「
1
作

っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
教
材
編
成
の
新
し
い
視
点
を
提
　
　
者
・
出
典
・
原
作
と
の
関
連
、
2
主
題
、
3
解
説
・
鑑
賞
、
4
構
成
、
5
叙
述
、
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

示
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
語
事
項
」
と
な
っ
て
い
る
。
中
学
校
の
詩
教
材
で
は
、
「
1
作
者
と
出
典
、
主
題
、
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一
4
一

3
構
成
、
4
文
・
語
句
・
漢
字
、
5
教
材
価
値
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
を
み
て
も
、
基
本
的
に
は
、
「
作
者
」
と
「
作
品
」
の
研
究
に
中
心
が
あ

り
、
対
象
学
年
を
考
え
た
と
き
に
「
教
材
」
の
観
点
が
加
え
ら
れ
る
、
と
い
う
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
作
者
」
研
究
の
項
目
に
は
、
詩
人
の
略
歴
や
詩
人
と

し
て
の
業
績
や
作
風
、
作
品
の
出
典
、
原
作
と
の
異
同
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
「
作
品
」
研
究
の
項
目
に
は
、
主
題
・
構
成
・
表
現
（
叙
述
・
…
胃
語
事
項
）
の

特
徴
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
配
当
学
年
に
合
わ
せ
て
、
「
教
材
」
と
し

て
の
留
意
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
詩
教
材
の
研
究
講
座
な
ど
で
も
、
お
よ
そ
似
た

よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
詩
の
教
材
研
究
法
は
、
「
作
者
」
「
作
品
」
「
教
材
」

と
い
う
三
つ
の
観
点
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
教
材
研
究
法

に
上
っ
て
安
定
し
、
多
く
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

　
最
近
の
新
し
い
動
向
と
し
て
は
、
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
「
読
者
」
の
視
点
を
導
入

す
る
こ
と
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
私
も
、
か
つ
て
、
「
読
者
」
の
視
点
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
〕

入
れ
た
教
材
研
究
の
必
要
性
を
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る
。
詩
一
作
品
）
を
「
教
材
」

と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
習
者
か
ら
の
視
点
を
強
調
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
読
者
一
学
習
者
）
の
視
点
か
ら
の
教
材
研
究
は
、

八
○
年
代
に
出
て
き
た
読
者
論
に
よ
っ
て
、
一
般
的
に
も
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

＾
6
一

た
。　

以
上
の
よ
う
に
概
観
し
て
く
る
と
、
詩
の
教
材
研
究
に
は
、
一
般
的
に
、
①
作
者

と
作
品
、
②
作
品
と
教
材
、
③
教
材
と
読
者
、
と
い
う
三
つ
の
観
点
で
な
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
詩
」
は
、
「
作
者
」
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
「
作
品
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
学

習
者
（
読
者
）
を
対
象
と
し
た
と
き
に
「
教
材
」
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
∫
③

は
、
詩
の
教
材
研
究
に
は
不
可
欠
の
視
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
①
∫
③
の
視
点
に

よ
っ
て
教
材
研
究
の
分
野
で
多
く
の
成
果
が
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
成
果

と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
教
材
研
究
法
に
は
、
間
題
点
も
な
く
は
な
か
っ
た
。

　
一
つ
は
、
詩
に
独
自
の
教
材
研
究
法
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
「
作
者
」
「
作
品
」

「
教
材
」
と
い
う
三
つ
観
点
は
、
文
学
・
説
明
文
の
ジ
ャ
ソ
ル
に
お
い
て
も
使
用
さ

れ
る
。
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
の
違
い
を
こ
え
た
、
一
般
的
な
教
材
研
究
法
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
教
材
研
究
法
と
し
て
一
般
性
を
も
つ
反
面
、
詩
と
い
う
ジ
ャ
ソ
ル
の

特
性
を
生
か
し
た
、
詩
教
育
に
独
自
の
研
究
法
と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、

一
つ
め
の
問
題
点
で
あ
る
。

　
二
つ
に
は
、
基
本
的
に
、
個
別
の
作
品
を
対
象
と
し
た
教
材
研
究
で
あ
っ
た
、
と

い
う
こ
と
。
「
は
じ
め
に
作
品
（
教
材
）
あ
り
き
」
と
い
う
発
想
に
も
と
づ
く
研
究

法
で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
学
年
に
、
な
ぜ
、
そ
の
作
品
（
教
材
）
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
吟
味
は
、
そ
こ
で
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ

か
ら
、
「
詩
を
教
え
る
」
た
め
の
個
別
作
品
の
教
材
研
究
と
い
う
傾
向
が
生
ま
れ
た
。

現
在
で
も
、
多
く
の
教
材
研
究
に
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、

「
作
品
（
教
材
）
で
教
え
る
」
と
い
う
教
科
教
育
の
基
本
に
立
っ
て
、
詩
教
育
の
内

容
と
方
法
を
明
確
し
て
い
く
た
め
の
、
体
系
的
な
視
点
は
見
出
だ
し
に
く
い
、
と
い

う
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
私
白
身
、
八
○
年
代
か
ら
指
摘
し
つ
づ
け
て
き
た

　
　
　
　
　
＾
7
一

問
題
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
詩
教
材
の
体
系
化
の
研
究
に
は
、
詩
の
世
界
に
独
自
の
教
材

編
成
の
観
点
は
何
か
、
詩
の
世
界
に
独
自
の
教
材
編
成
の
方
法
は
何
か
、
と
い
う
課

題
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
個
別
作
品
（
教
材
一
）
の
教
材
研
究
法
か
ら
、
詩
の
世
界

の
全
体
を
体
系
化
し
て
い
く
教
材
研
究
法
へ
の
、
構
造
的
な
転
換
が
間
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。



3

2
　
従
来
の
編
成
方
法

（
一
）
－
「
ジ
ャ
ン
ル
」
に
よ
る
編
成

　
こ
れ
ま
で
、
詩
の
世
界
は
、
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

ず
、
そ
の
課
題
か
ら
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
一
般
に
、
詩
の
世
界
に
は
、
次
の
よ
う

な
分
類
法
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　
①
近
代
詩
・
現
代
詩

　
②
叙
情
詩
・
叙
景
詩
・
叙
事
詩

　
③
定
型
詩
・
自
由
詩
・
散
文
詩

　
④
児
童
詩
・
少
年
詩

　
①
は
時
代
に
よ
る
分
類
、
②
は
表
現
内
容
に
よ
る
分
類
、
③
は
表
現
形
式
に
よ
る

分
類
、
④
は
作
者
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
分
類
の
根
拠
が
明
確
で
あ
り
、

詩
の
特
徴
を
お
お
ま
か
に
分
け
て
い
く
目
安
に
は
な
っ
て
い
る
。

　
①
「
近
代
詩
・
現
代
詩
」
は
、
時
代
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
近
代
・
現
代
を
ど
こ

で
分
け
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
文
学
史
を
ふ
ま
え
た
分
類
と
し
て

安
定
し
て
い
る
。
文
学
研
究
の
学
会
や
国
語
教
育
の
学
会
な
ど
も
、
こ
の
区
分
法
を

採
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大
規
模
な
叢
書
で
み
て
も
、
八
○
年
代
の
表
現
学
大

系
（
全
3
3
巻
　
教
育
出
版
セ
ソ
タ
ー
）
で
は
、
『
近
代
詩
の
表
現
』
（
一
・
二
）
『
現

代
詩
の
表
現
』
（
一
・
二
）
と
分
類
さ
れ
、
七
〇
年
代
の
『
国
語
・
教
え
方
双
書
』
（
右

文
書
院
）
で
は
、
『
現
代
詩
の
教
え
方
』
『
近
代
詩
の
教
え
方
』
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。

時
代
に
よ
る
区
分
法
は
、
安
定
し
た
分
類
の
観
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

中
学
・
高
校
の
国
語
科
教
育
で
は
、
文
学
史
は
重
要
な
教
育
内
容
で
あ
る
か
ら
、
時

代
に
よ
る
区
分
法
が
採
用
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
②
「
叙
情
詩
・
叙
景
詩
・
叙
事
詩
」
と
い
う
分
げ
方
も
、
一
般
的
で
あ
る
。
作
品

の
大
ま
か
な
傾
向
を
み
て
い
く
上
で
は
、
有
効
な
区
分
法
で
あ
る
。
こ
の
区
分
法
に

つ
い
て
、
私
は
、

　
　
　
　
　
＾
8
）

た
こ
と
が
あ
る
。

国
語
教
科
書
の
詩
教
材
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

　
叙
情
詩
…
近
代
詩
は
こ
の
叙
情
詩
が
主
流
で
あ
っ
た
た
め
、
か
つ
て
の
国
語
教

科
書
の
詩
教
材
は
、
こ
の
ジ
ャ
ソ
ル
か
ら
の
採
録
が
多
か
っ
た
。
叙
情
詩
の
伝
統

は
古
く
、
古
代
和
歌
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
、
近
代
詩
の
み
な
ら
ず
、
目

本
の
詩
そ
の
も
の
の
主
流
が
こ
の
叙
情
詩
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
伝

統
的
な
叙
情
詩
の
流
れ
は
近
代
詩
で
ほ
ぽ
終
り
、
戦
後
の
現
代
詩
は
そ
の
叙
情
を

屈
折
さ
せ
た
。
現
代
詩
の
叙
情
は
「
渇
い
た
叙
情
」
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
。
叙
情

詩
の
中
心
で
あ
っ
た
愛
の
詩
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
現
代
詩
の
作
品
は
さ
ま

ざ
ま
に
屈
折
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
げ
に
、
逆
に
い
え
ば
、
近
代
詩
に
お
け
る

叙
情
詩
の
教
材
価
値
は
高
い
と
も
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。
高
校
の
教
科
書
教
材
で

は
、
近
代
の
叙
情
詩
か
ら
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。
が
、
中
学
校
・
小
学
校
と
学

年
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
ジ
ャ
ソ
ル
の
詩
教
材
は
少
な
く
な
る
。

　
叙
景
詩
…
教
科
書
教
材
の
数
と
し
て
は
少
な
い
が
、
比
較
的
安
定
し
た
教
材
が

採
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
北
原
白
秋
「
か
ら
ま
つ
」
、
三
好
達
治
「
大
阿
蘇
」
、

丸
山
薫
な
ど
の
作
品
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
自
然
の
原
風
景
と
い
っ
た
も
の
が

そ
こ
で
は
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
然
を
失
い
つ
つ
あ
る
現
代
に
あ
っ
て
、
叙

景
詩
の
し
っ
と
り
と
し
た
味
わ
い
に
は
、
捨
て
が
た
い
魅
力
が
あ
る
。
た
だ
、
こ

の
ジ
ャ
ソ
ル
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
・
中
学
・
高
校
向
け
の
教
材
に
多
く
、
小

学
校
教
材
に
は
少
な
い
。

　
叙
事
詩
…
小
学
校
教
材
で
、
最
近
注
目
を
あ
び
て
い
る
の
が
、
こ
の
叙
事
詩
で

あ
る
。
小
学
校
で
の
教
材
数
も
多
い
。
「
叙
事
」
は
散
文
で
、
「
叙
景
」
「
叙
情
」

は
詩
で
と
い
う
の
が
、
一
般
の
文
章
観
の
よ
う
で
あ
る
が
、
小
学
生
に
は
や
は
り
、

異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）
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事
柄
（
モ
ノ
・
コ
ト
）
を
扱
っ
た
詩
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
ど
・
み
ち
お
、

谷
川
俊
太
郎
、
阪
田
寛
夫
な
ど
、
小
学
校
向
け
の
人
気
詩
人
の
作
品
の
多
く
が
、
こ

の
叙
事
詩
で
あ
る
。
子
ど
も
の
書
く
児
童
詩
も
多
く
が
こ
の
ジ
ャ
ソ
ル
で
あ
る
。
逆

に
、
中
学
校
・
高
校
で
は
少
な
い
。
小
・
中
・
高
と
も
、
こ
れ
か
ら
詩
教
材
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
ジ
ャ
ソ
ル
で
あ
る
。
受
容
指
導
だ
け
で
な
く
、
児
童
詩
教
育
に
お

い
て
も
、
こ
の
ジ
ャ
ソ
ル
ヘ
の
期
待
は
大
き
い
。

　
各
ジ
ャ
ソ
ル
の
特
徴
と
、
国
語
教
科
書
の
教
材
傾
向
を
ふ
ま
え
た
分
析
で
あ
る
。

九
〇
年
代
の
現
在
で
も
、
こ
の
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
最
近
で
は
、
小

学
校
教
材
の
多
く
を
、
こ
の
区
分
法
で
い
う
「
叙
事
詩
」
（
「
モ
ノ
・
コ
ト
の
詩
」
と

定
義
し
て
お
く
）
ー
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
一
九
八
三
年
の
誌
上
シ
ソ
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
教
材
編
成
の
軸
を
、
「
コ
コ
ロ
の
詩
」
か
ら
「
モ
ノ
・
コ
ト
の
詩
」
に
転

換
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
私
の
提
案
は
、
こ
の
傾
向
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ

＾
9
）

た
。　

ま
た
、
③
「
定
型
詩
・
自
由
詩
・
散
文
詩
」
と
い
う
区
分
法
も
、
一
般
的
で
あ
る
。

詩
の
世
界
を
表
現
形
式
で
分
け
て
い
く
、
と
い
う
区
分
法
で
あ
る
。
こ
の
区
分
法
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

つ
い
て
、
私
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
定
型
詩
…
詩
教
材
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
定
型
詩
の
多
く
は
、
文
語
・
定
型
詩

で
あ
る
。
口
語
詩
の
出
現
す
る
ま
で
の
、
ご
く
一
般
的
な
詩
の
形
式
で
あ
っ
た
。

定
型
韻
律
の
快
さ
を
味
わ
う
に
は
最
適
の
ジ
ャ
ソ
ル
で
あ
る
。
和
歌
・
俳
諸
に
つ

な
が
る
伝
統
的
な
形
式
で
あ
り
、
目
本
人
の
リ
ズ
ム
感
覚
は
、
こ
の
詩
型
に
よ
っ

て
育
て
ら
れ
て
き
た
。
な
お
、
童
謡
の
よ
う
に
、
口
語
定
型
詩
と
い
う
の
も
あ
る
。

　
自
由
詩
…
文
語
・
定
型
詩
を
の
ぞ
く
詩
の
総
称
で
あ
る
。
正
確
に
は
口
語
・
自

由
詩
を
い
う
。
小
・
中
・
高
の
詩
教
材
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
ジ
ャ
ソ
ル
に
入
る
。

散
文
表
現
の
形
式
か
ら
自
由
に
な
っ
て
、
豊
か
な
言
語
世
界
を
表
現
し
て
き
た
。

そ
の
点
で
、
国
語
教
材
の
中
で
、
口
語
・
自
由
詩
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。

口
語
詩
に
は
、
近
代
詩
・
現
代
詩
・
少
年
詩
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
書
く
児
童

詩
が
含
ま
れ
、
多
彩
で
あ
る
。

　
散
文
詩
…
菅
原
克
已
に
よ
る
と
、
散
文
詩
と
は
「
詩
的
精
神
に
つ
ら
ぬ
か
れ
た

詩
的
散
文
の
こ
と
」
「
詩
的
精
神
を
散
文
の
形
式
で
追
求
し
た
も
の
」
（
『
詩
の
辞

典
』
飯
塚
書
店
　
一
九
七
七
）
で
あ
る
。
も
と
も
と
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に

発
生
し
た
形
式
で
あ
り
、
ベ
ル
ト
ラ
ソ
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
い
っ
た
詩
人
た
ち
に

よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
、
と
い
う
（
同
上
書
）
。
わ
が
国
の
近
代
詩
で
は
、
萩
原
朔

太
郎
の
散
文
詩
（
『
宿
命
』
）
、
三
好
達
治
の
散
文
詩
（
『
測
量
船
』
）
が
知
ら
れ
て

い
る
。
前
者
の
詩
集
か
ら
は
「
郵
便
局
」
、
後
者
の
詩
集
か
ら
は
「
錫
」
「
村
」

「
向
臣
彗
8
ま
匡
な
ど
の
作
品
が
、
高
校
の
教
科
書
に
採
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
、

小
海
永
二
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
ア
ソ
リ
・
ミ
シ
ョ
ー
の
影
響
を
受
け
た
詩
人
た

ち
が
、
散
文
詩
を
多
く
書
い
て
い
る
。
入
沢
康
夫
『
ラ
ソ
ゲ
ル
ハ
ソ
ス
氏
の
島
』
、

岩
成
達
也
『
レ
オ
ナ
ル
ド
の
船
に
関
す
る
断
片
補
足
』
、
粕
谷
栄
一
『
世
界
の
構

造
』
な
ど
の
詩
集
が
そ
う
で
あ
る
。
吉
野
弘
「
H
事
轟
ぎ
旨
」
は
、
高
校
の
散
文

詩
の
す
ぐ
れ
た
教
材
と
し
て
評
価
が
高
い
。

　
こ
の
区
分
法
は
、
詩
の
表
現
形
式
に
よ
る
分
け
方
で
あ
る
。
詩
の
世
界
を
、
概
括

的
に
分
類
す
る
方
法
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　
④
「
児
童
詩
・
少
年
詩
」
は
、
作
者
に
よ
る
区
分
法
で
あ
る
。
作
者
が
子
ど
も
の

場
合
は
「
児
童
詩
」
、
作
者
が
大
人
の
詩
人
の
場
合
は
「
少
年
詩
」
と
い
う
呼
称
で

分
け
ら
れ
て
い
る
。
小
学
校
の
詩
教
材
の
区
分
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
な
従
来
の
区
分
法
は
、
多
く
の
場
合
、
ジ
ャ
ソ
ル
（
形
態
）
に
よ
る

分
け
方
を
し
て
い
る
。
詩
作
品
の
多
く
は
そ
の
ど
れ
か
に
入
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

一
般
的
な
詩
の
分
類
法
と
し
て
は
、
有
効
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
た
と
え
ば
小
学
校
の
詩
教
材
を
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
分
類
し
て
み
る
と
、

そ
の
多
く
は
、
少
年
詩
・
現
代
詩
・
自
由
詩
で
あ
り
、
こ
の
分
類
法
で
は
、
具
体
的

な
作
品
を
前
に
し
た
と
き
、
そ
れ
ほ
ど
有
効
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
間
題

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
中
学
・
高
校
に
お
い
て
、
新
た
に
、
近
代
詩
・
定
型
詩
、
叙

情
詩
、
叙
景
詩
の
ジ
ャ
ソ
ル
が
登
場
す
る
が
、
作
品
の
数
は
少
な
い
。
ま
た
、
児
童

詩
は
、
文
学
教
育
と
し
て
で
な
く
、
作
文
教
育
の
分
野
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
分
類
は
、
詩
の
世
界
を
概
括
的
に
と
ら
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
も
の
の
、
詩
教
材
の
世
界
を
体
系
化
す
る
に
は
、
概
括
的
す
ぎ
る
と
い
う

間
題
点
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
小
・
中
学
校
の
教
材
で
圧
倒
的
に
多
い
叙
事
詩
、

口
語
自
由
詩
を
ど
う
編
成
し
て
い
く
か
、
と
い
う
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
分
類
法
で

は
編
成
の
視
点
が
出
て
こ
な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の
詩
は
児
童
詩
と
一
括
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
以
上
に
は
分
類
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
分
類
だ
け
で
は
、

詩
教
材
の
有
力
な
編
成
軸
と
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
間
題
が
あ
っ
た
。

3
　
従
来
の
編
成
方
法

（
二
）
1

「
主
題
・
話
題
」
に
よ
る
編
成

　
次
に
、
国
語
科
教
育
研
究
に
お
い
て
、
詩
教
材
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き

た
の
か
、
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
【
七
〇
年
代
の
詩
教
材
】

　
ま
ず
、
国
語
教
科
書
の
詩
教
材
に
対
す
る
検
討
か
ら
は
じ
め
る
。
戦
後
の
文
学
教

育
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
目
本
文
学
教
育
連
盟
は
、
一
九
七
一
年
版
の
国
語
教
科
書
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
1
一

つ
い
て
、
詩
教
材
の
全
面
的
な
検
討
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
教
材
編

成
の
特
色
と
し
て
、
「
詩
を
読
む
」
単
元
と
「
詩
を
書
く
」
単
元
と
に
、
区
別
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
前
者
の
単
元
で
は
、
二
⊥
二
編
の
作
品
が
組
詩
ふ
う
に
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
後
者
の
単
元
で
は
、
数
編
の
児
童
詩
を
素
材
に
「
詩
話
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
詩
の
単
元
構
成
は
、
現
在
（
一
九
九
〇
年
代
）
に
も
引
き
継
が
れ
て

い
る
の
で
、
一
九
七
〇
代
あ
た
り
で
、
す
で
に
、
国
語
教
科
書
の
詩
の
単
元
構
成
法

と
し
て
確
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
教
材
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
き
び
し
い
批
判
も
加
え

ら
れ
て
い
た
。
小
学
校
の
詩
教
材
に
つ
い
て
は
「
あ
ま
り
に
も
大
人
の
回
顧
趣
味
的
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

「
こ
ど
も
不
在
の
世
界
」
と
い
う
点
や
、
中
学
校
の
詩
教
材
に
対
し
て
は
、
「
作
者

や
作
品
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
と
ぼ
し
い
」
「
作
品
に
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
4
一

い
っ
た
点
で
、
批
判
さ
れ
て
い
る
。
私
も
ま
た
、
当
時
、
教
育
現
場
か
ら
の
発
言
と

し
て
、
中
学
・
高
校
の
国
語
教
科
書
は
、
近
代
詩
中
心
の
編
成
で
あ
り
、
児
童
・
生

徒
を
引
き
つ
け
る
現
代
詩
を
も
っ
と
多
く
教
材
化
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
提
案
し
た

　
　
　
　
（
1
5
一

こ
と
が
あ
る
。
日
本
文
学
教
育
連
盟
の
批
判
は
、
詩
教
材
の
内
容
に
対
す
る
も
の
で
、

私
の
批
判
は
、
教
材
ジ
ャ
ソ
ル
の
編
成
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
か
つ
て
は
、
国
語
教
科
書
に
お
い
て
、
「
詩
は
教
科
書
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
6
）

っ
た
傾
向
も
あ
っ
た
と
い
う
。
七
〇
年
代
あ
た
り
の
教
科
書
か
ら
、
詩
教
材
は
そ
の

あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
論
議
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。

　
（
文
教
連
の
編
成
案
）

　
日
本
文
学
教
育
連
盟
は
、
国
語
教
科
書
の
詩
教
材
を
分
析
す
る
と
同
時
に
、
独
自

の
教
材
編
成
案
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
の
初
め
に
、
「
基
本
教
材
表
」
（
試
案
）
を

　
　
　
＾
1
7
一

発
表
し
た
。
国
語
教
科
書
以
外
の
最
初
の
体
系
的
な
編
成
案
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）



異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）

6

の
で
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

（
小
学
校
1
・
2
年
）

1
　
頭
の
中
に
想
像
の
絵
を
か
く
…
ま
ど
み
ち
お
「
お
さ
る
が
ふ
ね
を
か
き
ま
し

　
た
」
、
高
橋
忠
治
「
水
す
ま
し
」
、
北
原
白
秋
「
ぞ
う
の
子
」
な
ど
。

2
　
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
…
ミ
ハ
ル
コ
フ
「
や
さ
い
」
、
リ
ュ
ー

　
ユ
イ
「
か
た
つ
む
り
」
、
山
下
清
三
「
ほ
た
る
」
な
ど
。

3
　
声
を
だ
し
て
な
ん
べ
ん
も
読
ん
で
み
る
－
「
日
本
の
子
も
り
う
た
」
、
北
原

　
白
秋
「
た
あ
ん
き
　
ぼ
お
ん
き
」
、
与
田
準
一
「
す
ね
こ
た
ん
ぽ
こ
」
な
ど
。

4
　
ほ
ん
と
に
、
そ
ん
な
こ
と
、
で
き
る
か
な
…
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
「
せ
か
い
じ
ゅ

　
う
の
海
が
」
、
ミ
ル
ソ
「
は
や
り
」
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ソ
ソ
ソ
「
ふ
と
ん
の
お
国
」

　
な
ど
。

5
　
か
ん
が
え
て
み
ま
し
ょ
う
…
ま
ど
・
み
ち
お
「
駅
の
ホ
ー
ム
で
」
、
辻
田
東

　
造
「
わ
ら
わ
れ
た
っ
て
い
い
の
で
す
」
、
バ
ル
ト
オ
「
カ
ー
チ
ャ
」
な
ど
。

〔
小
学
校
3
・
4
年
〕

1
　
成
長
す
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
と
る
…
与
田
準
一
「
少
年
の
歯
」
、
竹
中
郁

　
「
柱
の
し
る
し
」
、
小
林
純
一
「
ひ
と
り
と
お
お
ぜ
い
」
な
ど
。

2
　
活
気
に
あ
ふ
れ
た
お
お
ら
か
な
精
神
活
動
を
育
て
る
た
め
に
…
原
田
直
友

　
「
山
頂
」
、
同
「
山
か
ら
お
り
て
き
た
人
」
な
ど
。

3
　
主
体
的
・
想
像
的
な
感
じ
か
た
、
読
み
か
た
を
め
ざ
す
…
高
橋
忠
治
「
山
門
」
、

　
山
田
今
次
「
あ
め
」
、
草
野
心
平
〕
俊
の
電
車
」
な
ど
。

4
　
働
く
人
問
の
ま
っ
と
う
さ
、
美
し
さ
、
誇
り
に
ふ
れ
る
…
ア
デ
イ
「
貧
乏
人

　
の
子
ど
も
の
歌
」
、
中
野
重
治
「
き
か
ん
車
」
、
民
謡
「
木
挽
き
唄
」
な
ど
。

5
　
夏
の
思
い
出
…
丸
山
薫
「
【
蝉
】
」
、
小
野
十
三
郎
「
夏
は
過
ぎ
た
」
、
阪
本
越

　
郎
「
海
」
な
ど
。

6
　
目
と
心
に
う
つ
っ
て
く
る
も
の
…
ま
ど
み
ち
お
「
ふ
ん
す
い
」
、
清
水
た
み

　
子
「
ふ
ん
す
い
」
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ス
タ
ッ
フ
「
ふ
ん
す
い
」
な
ど
。

7
　
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
－
辻
田
東
造
「
カ
ー
キ
色
の
コ
フ
キ
コ
ガ
ネ
」
、
近
藤

　
東
「
花
」
な
ど
。

（
小
学
校
5
・
6
年
）

ー
　
あ
な
た
は
、
雑
草
を
ど
う
思
う
か
…
北
川
冬
彦
「
雑
草
」
、
大
関
松
三
郎
「
雑

　
草
」
、
エ
ル
ザ
・
ベ
ス
コ
フ
「
雑
草
の
う
た
」
な
ど
。

2
　
き
み
た
ち
は
、
ど
う
考
え
る
か
…
羽
曽
部
忠
「
娘
と
桐
の
木
」
、
巽
聖
歌
「
山
」

　
フ
ラ
ソ
シ
ス
・
ジ
ャ
ム
「
貧
し
い
靴
屋
が
一
人
い
る
」
な
ど
。

3
　
ど
ん
な
情
景
が
想
像
で
き
ま
す
か
…
三
好
達
治
「
土
」
、
草
野
心
平
「
天
の

　
ひ
し
ゃ
く
」
な
ど
。

4
　
海
に
よ
せ
る
作
者
の
心
象
－
百
田
宗
治
「
怒
っ
て
い
る
海
」
、
中
野
重
治
「
波
」
、

　
同
「
し
ら
な
み
」
な
ど
。

5
　
こ
こ
に
年
老
い
た
ひ
と
り
の
人
問
が
い
る
　
小
林
純
一
「
茂
作
じ
い
さ
ん
」
、

　
山
村
暮
鳥
「
老
漁
夫
の
歌
」
、
韓
美
妃
「
ト
ソ
ボ
お
じ
さ
ん
の
歌
」
な
ど
。

6
　
人
問
の
尊
さ
を
守
ろ
う
－
林
幸
子
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
空
」
、
清
水
た
み
子
「
戦

　
争
と
か
ぼ
ち
ゃ
」
、
佐
藤
さ
ち
子
「
冬
と
春
の
問
」
な
ど
。

7
　
人
間
は
働
い
て
考
え
る
こ
と
を
や
め
な
い
…
山
下
清
三
「
お
ば
あ
さ
ん
は
、

　
こ
う
し
て
、
文
字
を
お
ぽ
え
た
」
、
さ
が
わ
・
み
ち
お
「
第
三
の
火
」
な
ど
。

8
　
こ
の
現
実
を
見
つ
め
る
…
門
倉
訣
「
沖
縄
の
少
年
」
、
近
藤
東
「
金
網
」
、
ジ

　
ソ
ガ
ー
「
サ
ー
カ
ス
の
く
ま
」
な
ど
。

（
中
学
校
初
級
生
）

　
　
室
生
犀
星
「
春
の
山
々
」
、
三
好
達
治
「
大
阿
蘇
」
、
草
野
心
平
「
富
士
山
」
、
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中
野
重
治
「
機
関
車
」
、
高
田
敏
子
「
ぶ
ら
ん
こ
」
、
峠
三
吉
「
墓
標
」
な
ど
。

　
（
中
学
校
上
級
生
）

　
　
　
田
中
冬
二
「
青
い
夜
道
」
、
宮
沢
賢
治
「
永
訣
の
朝
」
、
草
野
心
平
「
ぐ
り
ま

　
　
の
死
」
、
中
野
重
治
「
雨
の
降
る
品
川
駅
」
な
ど
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
学
年
ご
と
に
主
題
と
学
習
課
題
を
設
定
し
た
教
材
案
で
あ
る
。

各
学
習
課
題
ご
と
に
、
基
本
作
品
の
例
と
し
て
二
∫
六
編
の
詩
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　
幅
広
い
詩
の
世
界
を
対
象
と
し
た
編
成
で
あ
る
。
話
題
も
多
く
、
人
問
・
杜
会
・

自
然
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
世
界
に
及
ぶ
作
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
少
年
詩

・
児
童
詩
、
近
代
詩
・
現
代
詩
、
定
型
詩
・
自
由
詩
な
ど
、
詩
の
ジ
ャ
ソ
ル
に
対
す

る
配
慮
も
あ
る
。
そ
の
後
の
詩
教
育
に
対
し
て
、
有
力
な
教
材
を
提
供
し
た
試
案
で

あ
っ
た
。

　
編
者
に
よ
る
と
、
基
本
的
に
「
国
民
教
育
の
課
題
」
か
ら
選
ん
だ
、
と
あ
る
よ
う

に
、
当
時
の
国
民
教
育
論
の
影
響
を
つ
よ
く
受
げ
て
い
る
。
「
い
く
つ
か
の
作
品
を

群
と
し
て
、
単
元
的
に
構
成
」
し
、
「
今
目
の
日
本
の
杜
会
が
背
負
っ
て
い
る
課
題
、

わ
げ
て
も
、
今
目
の
国
民
教
育
の
課
題
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
作
品
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

こ
そ
与
え
る
べ
き
か
」
と
い
う
「
基
本
的
態
度
」
で
作
成
さ
れ
た
案
で
あ
っ
た
。
そ

の
点
で
は
、
当
時
の
時
代
性
を
反
映
し
た
編
成
案
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
編
成
案
は
、
戦
後
の
詩
教
育
研
究
に
お
い
て
、
初
め
て
作
成
さ
れ
た
体
系
的

な
試
案
と
し
て
評
価
で
き
る
。
こ
の
編
成
案
の
特
徴
は
、
各
学
年
と
も
、
「
主
題
・

話
題
」
に
よ
る
編
成
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
は
た
ら
く
人
間
」
「
人
問
の
尊

さ
」
「
現
実
を
み
つ
め
る
」
と
い
っ
た
主
題
や
、
「
夏
の
思
い
出
」
「
海
に
よ
せ
る
作

者
の
心
象
」
な
ど
の
話
題
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
基
本
的
に
「
主

題
・
話
題
」
に
よ
る
編
成
案
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
【
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
の
詩
集
］

　
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
詩
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
集
と
い
う
か
た
ち
で
、
詩
教
育
に
教

材
を
提
供
し
た
作
品
集
は
少
な
く
な
い
。
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
は
「
詩
や
文
の
選
集
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
、
「
話
題
・
主
題
に
よ
る
詩
集
」
と
い
う
意
味

で
使
用
し
て
い
く
。
菊
池
謙
の
調
査
に
よ
る
と
、
七
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
〕

て
、
少
年
詩
の
分
野
に
お
い
て
、
十
点
ほ
ど
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
多
く
が
、
私
の
分
類
で
い
う
と
「
主
題
・
話
題
」
に
よ
る
編
成
で
あ
っ

た
。
「
主
題
・
話
題
」
に
よ
る
作
品
の
構
成
は
、
詩
教
材
を
編
成
す
る
重
要
な
観
点

と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
七
〇
年
代
の
代
表
的
な
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
詩
集
で
は
、
遠
藤
豊
吉
編
『
目
本
の
詩
』

全
十
巻
．
（
小
峰
書
店
　
一
九
七
八
）
が
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

16543210987
あ
い
…
高
村
光
太
郎
「
レ
モ
ソ
哀
歌
」
、
新
川
和
江
「
ふ
ゆ
の
さ
く
ら
」
な

ど
。あ

な
た
へ
…
吉
野
弘
「
夕
焼
け
」
、
茨
木
の
り
子
「
も
っ
と
強
く
」
な
ど
。

い
き
る
…
谷
川
俊
太
郎
「
生
き
る
」
、
関
根
弘
「
な
ん
で
も
一
番
」
な
ど
。

い
の
ち
…
北
川
冬
彦
「
か
な
し
い
人
々
」
、
河
井
酔
茗
「
ゆ
ず
り
葉
」
な
ど
。

わ
た
し
…
石
垣
り
ん
「
表
札
」
、
大
岡
信
「
青
空
」
な
ど
。

お
や
・
こ
…
八
木
重
吉
「
母
を
お
も
ふ
」
、
石
川
逸
子
「
ぼ
く
は
こ
わ
い
」

な
ど
。

し
ぜ
ん
…
千
家
元
麿
「
海
」
、
金
井
直
「
散
る
日
」
な
ど
。

た
び
…
石
垣
り
ん
「
峠
」
、
萩
原
朔
太
郎
「
旅
上
」
な
ど
。

し
ご
と
…
大
関
松
三
郎
「
山
芋
」
、
濱
口
國
男
「
便
所
掃
除
」
な
ど
。

せ
ん
そ
う
・
へ
い
わ
・
－
天
野
忠
「
米
」
、
峠
三
吉
「
仮
包
帯
所
に
て
」
な
ど
。

異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）



異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）

　
各
巻
に
、
表
題
（
愛
、
生
き
る
、
親
子
、
戦
争
な
ど
）
に
合
っ
た
す
ぐ
れ
た
詩
を

十
数
編
か
ら
二
十
編
収
録
し
て
い
る
。
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
詩
集
の
代
表
的
な
作
り
方
で

あ
る
。
八
○
年
代
に
な
る
と
、
吉
田
瑞
穂
ほ
か
編
『
詩
の
ラ
ソ
ド
セ
ル
』
全
6
巻
（
ら

く
だ
出
版
　
一
九
八
六
）
と
い
う
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
詩
集
が
編
ま
れ
た
。
こ
の
詩
集
は
、

学
年
ご
と
に
、
「
こ
ど
も
の
詩
」
（
児
童
詩
）
と
「
お
と
な
の
詩
」
（
少
年
詩
）
を
集

め
て
い
る
。
少
年
詩
（
お
と
な
の
詩
）
は
、
以
下
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。

327654
自
分
・
家
族
を
見
つ
め
る
…
川
崎
洋
子
「
ビ
リ
」
な
ど
。

友
だ
ち
・
集
団
・
男
女
を
考
え
る
…
島
田
陽
子
「
う
ち
　
知
っ
て
ん
ね
ん
」

な
ど
。

音
読
・
朗
読
を
楽
し
む
…
有
馬
敲
「
か
も
つ
れ
っ
し
ゃ
」
な
ど
。

自
然
・
四
季
を
あ
じ
わ
う
：
・
の
ろ
さ
か
ん
「
つ
げ
も
の
の
思
い
出
」
な
ど

杜
会
を
見
つ
め
る
…
吉
野
弘
「
動
詞
『
ぶ
つ
か
る
』
」
な
ど
。

卒
業
に
贈
る
…
黒
田
三
郎
「
支
度
」
な
ど
。

1
年
…
吉
田
定
一
「
う
し
さ
ん
う
ふ
ふ
」
、
武
鹿
悦
子
「
わ
に
さ
ん
の
め
」
な
ど
。

2
年
…
こ
わ
せ
・
た
ま
み
「
な
み
は
手
か
な
」
、
川
崎
洋
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
な
ど
。

3
年
…
三
越
左
千
夫
「
お
ち
ば
」
、
尾
上
尚
子
「
あ
じ
さ
い
」
な
ど
。

4
年
…
赤
岡
江
里
子
「
リ
ソ
ゴ
と
ポ
ソ
カ
ソ
」
、
松
谷
み
よ
子
「
三
日
月
」
な
ど
。

5
年
－
問
所
ひ
さ
こ
「
ネ
コ
殿
へ
」
、
吉
田
瑞
穂
「
し
お
ま
ね
き
と
少
年
」
な
ど
。

6
年
－
和
田
茂
「
山
の
馬
」
、
竹
中
郁
「
宇
宙
旅
行
」
な
ど
。

　
こ
の
詩
集
は
、
「
学
年
」
に
合
わ
せ
た
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
特
定
の
主
題
・

話
題
と
い
う
の
で
は
な
く
、
「
学
年
に
合
っ
た
、
す
ぐ
れ
た
作
品
」
と
い
う
基
準
で

え
ら
ば
れ
て
い
る
。
国
語
教
科
書
の
補
助
教
材
、
読
書
教
材
と
し
て
編
ま
れ
た
詩
集

で
あ
る
。

　
九
〇
年
代
で
は
、
小
林
信
次
・
水
内
喜
雄
編
『
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
み
た
い

詩
』
全
3
冊
（
あ
ゆ
み
出
版
　
一
九
九
二
・
一
九
九
四
・
一
九
九
六
）
が
代
表
的
な

ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
詩
集
で
あ
っ
た
。
第
－
巻
の
目
次
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

1
　
学
級
び
ら
き
・
意
欲
づ
け
…
ま
ど
・
み
ち
お
「
朝
が
く
る
と
」
な
ど
。

　
や
は
り
、
主
題
・
話
題
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
に
合
っ
た
詩
が

十
数
編
ず
つ
選
ば
れ
て
い
る
。
典
型
的
な
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
の
方
法
で
あ
る
。

　
以
上
、
代
表
的
な
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
詩
集
を
み
て
く
る
と
、
「
主
題
・
話
題
」
に
よ

る
も
の
と
、
「
学
年
」
に
よ
る
も
の
の
二
種
類
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
の
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
『
目
本
の
詩
』
と
『
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
み
た
い
詩
』
は
、
文
教
連
の

編
成
案
と
同
じ
よ
う
に
、
「
主
題
・
話
題
」
に
よ
る
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
っ
た
。
前

者
は
古
典
的
な
名
詩
（
近
代
詩
・
現
代
詩
）
を
中
心
に
編
成
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

後
者
は
、
比
較
的
新
し
い
現
代
詩
（
少
年
詩
）
を
中
心
に
編
成
し
て
い
る
。
共
通
点

は
、
い
ず
れ
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
と
も
、
あ
る
「
主
題
・
話
題
」
の
も
と
に
、
そ
の
内

容
に
合
っ
た
詩
を
集
め
る
、
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

　
「
主
題
・
話
題
に
よ
る
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
」
は
、
詩
・
短
詩
型
文
学
（
和
歌
・
短
歌

・
俳
句
な
ど
）
の
分
類
法
と
し
て
、
広
く
定
着
し
て
い
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
詩
集
は
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、
「
詩
に

親
し
む
」
「
詩
を
楽
し
む
」
機
会
を
作
る
た
め
の
詩
集
と
し
て
、
広
く
活
用
さ
れ
て

き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
詩
集
の
中
か
ら
、
詩
の
授
業
の
教
材
に
選
ば
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
詩
教
育
の
教
材
発
掘
、
教
材
開
発
の
上
で
、
大
き
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な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
「
主
題
・
話
題
」
に
よ
る
編
成
法
に
も
問
題
は
あ
っ
た
。
「
主
題
・
話
題
」

は
、
そ
の
性
格
上
、
あ
る
程
度
、
限
定
さ
れ
た
内
容
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の

た
め
に
、
「
詩
の
世
界
」
の
す
べ
て
を
包
括
す
る
編
成
法
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
「
主

題
・
話
題
」
そ
の
も
の
は
、
当
然
の
よ
う
に
小
説
・
随
想
・
説
明
文
教
材
な
ど
、
他

の
ジ
ャ
ソ
ル
の
編
成
（
単
元
構
成
）
に
お
い
て
も
、
よ
く
み
ら
れ
る
観
点
で
あ
る
。

そ
の
点
で
は
、
詩
の
世
界
に
独
自
の
編
成
原
理
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
一

　
一
方
、
児
童
詩
の
場
合
は
、
作
者
の
学
年
に
よ
っ
て
編
成
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

児
童
詩
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
で
は
、
「
作
者
の
学
年
」
に
よ
る
編
成
と
い
う
点
で
一
致

し
て
い
る
。
「
学
年
」
に
よ
る
詩
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
、
と
い
う
編
成
法
で
あ
る
。
し

か
し
、
学
年
別
の
詩
の
編
成
法
も
、
作
者
の
学
年
を
目
安
と
し
て
い
て
、
児
童
詩
の

世
界
の
全
体
を
編
成
し
て
い
く
と
き
に
は
、
一
つ
の
要
素
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
子
ど

も
の
書
く
作
文
も
ま
た
、
学
年
別
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
詩
の
世
界
に
独
自

の
編
成
案
と
い
う
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

4
　
国
語
教
科
書
の
編
成
方
法
1
「
多
様
性
」
に
よ
る
編
成

　
［
九
〇
年
代
の
詩
教
材
】

　
で
は
、
国
語
教
科
書
の
詩
教
材
は
、
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
き
た
か
。
教
科
書

を
調
査
し
て
み
る
と
、
国
語
教
科
書
の
詩
教
材
は
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
詩
」
（
小

学
校
）
、
「
多
様
な
傾
向
の
作
品
」
（
中
学
校
）
と
い
う
観
点
か
ら
編
成
さ
れ
て
き
た
、

と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
国
語
教
科
書
の
一
般
的
な
「
詩
の
単
元
」
例
（
小
学
校
・

平
成
四
年
版
／
中
学
校
・
平
成
五
年
版
）
を
み
る
と
、
教
科
書
（
K
杜
版
）
に
お
い

て
は
、
以
下
の
よ
う
な
作
品
（
教
材
）
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。
国
語
教
科
書
の
詩
の

全
教
材
で
あ
る
。

（
小
学
校
）

一
年
入
門
期
…
ま
ど
・
み
ち
お
「
あ
い
う
え
お
の
う
た
」
「
が
ぎ
ぐ
げ
ご
の
う

　
た
」
、
長
谷
川
摂
子
「
子
ね
こ
を
だ
い
た
こ
と
あ
る
？
」

二
年
　
こ
え
を
　
そ
ろ
え
て
…
わ
ら
べ
う
た
「
ひ
ら
い
た
　
ひ
ら
い
た
」
、
武
鹿

　
悦
子
「
は
く
さ
い
　
ぎ
し
ぎ
し
」
、
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
「
せ
か
い
じ
ゅ
う
の
海
が
」
、

　
鶴
見
正
夫
「
あ
め
の
う
た
」

三
年
楽
し
い
リ
ズ
ム
で
…
わ
ら
べ
う
た
「
数
え
う
た
」
、
有
馬
敲
「
か
も
つ
れ

　
っ
し
ゃ
」
、
原
田
直
友
「
村
の
人
口
」
、
ロ
ベ
ー
ル
H
デ
ス
ノ
ス
「
あ
り
」
、
阪

　
田
寛
夫
「
夕
目
が
せ
な
か
を
お
し
て
く
る
」

四
年
　
こ
と
ば
の
姿
を
…
矢
崎
節
夫
「
か
と
り
せ
ん
こ
う
」
、
西
村
祐
美
予
「
小

　
さ
な
林
」
、
谷
川
俊
太
郎
「
き
も
ち
」
、
ミ
ル
ソ
「
き
ら
き
ら
光
る
足
の
つ
ま

　
さ
き
」
　
野
呂
さ
か
ん
「
ゆ
う
ひ
の
て
が
み
」

五
年
味
わ
い
深
く
－
山
田
今
次
「
あ
め
」
、
渋
沢
均
「
石
段
」
、
木
島
始
「
ふ
し

ぎ
な
と
も
だ
ち
」
、
室
生
犀
星
「
は
た
は
た
の
う
た
」
、
新
谷
彰
久
「
鶴
が
渡
る
」

六
年
思
い
を
く
ん
で
－
・
ま
ど
・
み
ち
お
「
イ
ナ
ゴ
」
、
新
美
南
吉
「
貝
が
ら
」

　
山
村
暮
鳥
「
風
景
」

（
中
学
校
）

一
年
－
・
ひ
ら
く
言
葉
－
・
谷
川
俊
太
郎
「
朝
の
リ
レ
ー
」
、
想
像
の
楽
し
さ
－
・
草

　
野
心
平
「
河
童
と
蛙
」
、
ふ
れ
あ
う
心
…
山
之
口
猿
「
ミ
ミ
コ
の
独
立
」
、
人

　
問
の
姿
…
黒
田
三
郎
「
夕
方
の
三
十
分
」

二
年
－
・
目
本
の
春
…
照
屋
林
賢
「
春
で
え
む
ん
」
、
読
書
室
…
福
中
都
生
子
「
大

　
田
川
」
、
人
間
の
生
き
方
・
－
吉
野
弘
「
虹
の
足
」
、
愛
…
佐
藤
春
夫
「
少
年
の

異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）
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目
」

　
三
年
－

　
　
り
）
、

・
平
和
へ
の
願
い
…
原
民
喜
「
原
爆
小
景
」

出
発
…
小
海
永
二
「
祝
福
」

（
水
ヲ
下
サ
イ
・
永
遠
の
み
ど

　
「
こ
え
を
そ
ろ
え
て
」
「
ひ
ら
く
言
葉
」
な
ど
は
単
元
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

基
本
的
に
は
話
題
（
単
元
名
）
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
〔
小

学
校
〕
の
〕
し
え
を
そ
ろ
え
て
」
「
楽
し
い
リ
ズ
ム
で
」
〕
し
と
ば
の
姿
を
」
「
思
い

を
く
ん
で
」
な
ど
は
、
リ
ズ
ム
感
、
こ
と
ば
、
思
い
、
と
い
っ
た
話
題
に
合
っ
た
詩

が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
〔
中
学
校
〕
で
は
、
小
説
・
随
想
な
ど
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、

「
ひ
ら
く
言
葉
」
「
ふ
れ
あ
う
心
」
「
日
本
の
春
」
と
い
っ
た
話
題
や
、
「
人
問
の
生

き
方
」
「
平
和
へ
の
願
い
」
と
い
っ
た
主
題
性
を
も
っ
た
話
題
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ

て
い
る
。
基
本
的
に
は
話
題
に
よ
る
編
成
と
み
て
よ
い
。

　
編
者
の
意
図
を
み
る
と
、
〔
小
学
校
〕
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
「
言
葉
の
も
つ
豊
か

さ
を
味
わ
わ
せ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
詩
を
取
り
あ
げ
た
単
元
で
す
。
生
き

生
き
と
言
葉
が
お
ど
り
、
心
が
ひ
ら
か
れ
る
よ
う
な
詩
を
積
極
的
に
発
掘
し
ま
し

　
一
2
1
一

た
」
。
〔
中
学
校
〕
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
「
多
様
な
作
風
、
多
様
な
傾
向
の
作
品
を

選
び
ま
し
た
。
自
然
・
人
事
・
杜
会
な
ど
の
話
題
を
含
ん
だ
、
で
き
る
だ
け
多
様
な

傾
向
の
作
品
を
選
び
、
各
単
元
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
作
風
に
も
変
化
を
も
た
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
一
η
）

あ
り
ま
す
」
、
と
あ
る
。

　
話
題
・
ジ
ャ
ソ
ル
・
作
風
な
ど
で
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
詩
」
「
多
様
な
傾
向
」
と
い
う

視
点
に
よ
る
編
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
の
教
科
書
を
調
査
し
て
も
、
多
様
性

の
原
理
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
教
科
書
編
成
に
お
い
て
、
も
っ
と
も

重
視
さ
れ
て
い
る
視
点
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
特
定
の
話
題
・
ジ
ャ
ソ
ル
・
作
風
・

傾
向
に
偏
ら
な
い
、
多
様
性
の
原
理
に
よ
る
編
成
と
い
え
る
。

　
国
語
教
科
書
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
一
学
年
に
数
編
し
か
採
録
さ
れ
な
い
、
と

い
う
制
約
が
あ
る
。
そ
の
制
約
の
中
で
、
で
き
る
だ
げ
多
様
な
詩
を
選
ぶ
、
と
い
う

観
点
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
詩
教
材
を
編
成
す
る
と
き
、
多
様
性
の
原
理
は
、
一
つ

の
観
点
で
は
あ
る
。
特
定
の
傾
向
に
偏
向
し
て
い
く
よ
う
な
編
成
を
避
け
る
た
め
に

は
、
必
要
な
一
つ
の
観
点
で
は
あ
る
が
、
「
話
題
」
と
い
う
の
は
、
前
に
述
べ
た
よ

う
に
、
教
材
編
成
の
原
理
と
し
て
は
体
系
化
し
に
く
い
要
素
で
も
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
詩
教
材
を
体
系
的
に
編
成
す
る
た
め
に
は
、
話
題
・
ジ
ャ
ソ
ル
・

作
風
の
多
様
性
と
い
う
軸
の
ほ
か
に
、
も
う
一
つ
の
確
か
な
編
成
軸
を
必
要
と
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

5
　
異
化
論
に
よ
る
教
材
編
成

　
以
上
、
詩
教
材
編
成
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
私
の
詩
教
育
学
（
異
化

の
詩
教
育
学
）
の
構
想
に
よ
っ
て
、
新
た
な
教
材
編
成
の
方
法
を
提
案
す
る
。

　
私
は
、
詩
教
育
（
受
容
指
導
・
創
作
指
導
）
を
、
「
詩
教
材
に
よ
っ
て
、
異
化
の

現
象
を
作
り
だ
す
こ
と
」
と
考
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
詩
の
教
材
研
究
と
は
、
異
化

の
現
象
を
作
り
だ
す
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
詩

教
材
の
編
成
は
、
異
化
の
現
象
を
作
り
だ
す
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
要
素
に
よ
っ
て

分
げ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
私
は
、
詩
教
材
の
世
界
を
、
次
の
よ
う
な
要
素
に
よ
っ
て
再
編
成
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
本
論
文
で
提
案
す
る
、
詩
教
材
の
新
し
い
編
成
案
で
あ
る
。

①
「
話
者
」
②
「
存
在
」
③
「
思
想
」
④
「
時
間
・
空
間
」
⑤
「
こ
と
ば
」
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こ
の
編
成
案
は
、
異
化
の
現
象
を
作
り
だ
す
詩
の
世
界
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
要

素
と
し
て
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
詩
の
世
界
を
、
話
者
、
存
在
、
思
想
、
時
間

・
空
間
、
こ
と
ば
、
と
い
う
五
つ
の
世
界
に
絞
り
こ
ん
で
み
て
い
く
、
と
い
う
教
材

編
成
の
考
え
方
で
あ
る
。
詩
と
い
う
文
学
（
少
年
詩
・
児
童
詩
）
を
、
異
化
の
現
象

を
作
り
だ
す
世
界
と
し
て
み
た
と
き
、
詩
の
世
界
を
構
成
す
る
要
素
を
こ
の
五
つ
の

世
界
で
み
て
い
く
、
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
見
通
し
と
し
て
、
異
化
の
現

象
を
作
り
だ
す
詩
の
世
界
は
、
①
∫
⑤
の
詩
の
世
界
の
ど
れ
か
に
所
属
し
、
あ
る
い

は
複
数
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
編
成
案
は
、
散
文
の
文
学
教
材
と
の
違
い
を
も
と
に
作
成
し
て
い
る
点
に
特

徴
が
あ
る
。
文
学
教
材
（
小
説
・
童
話
）
は
「
人
物
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

登
場
人
物
を
不
可
欠
の
要
素
と
し
、
「
事
件
」
と
、
「
事
件
」
を
成
立
さ
せ
る
「
場
面
」

　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
3
一

と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
「
だ
れ
が
」
（
人
物
）
「
い
つ
・

ど
こ
で
」
（
場
面
）
「
な
に
を
、
ど
う
し
た
」
（
事
件
）
と
い
う
三
つ
の
要
素
が
、
文

学
教
材
（
小
説
・
童
話
）
に
は
、
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。

　
詩
の
世
界
は
、
し
か
し
、
「
人
物
」
の
登
場
を
か
な
ら
ず
し
も
不
可
欠
の
要
素
と

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
人
物
」
の
引
き
お
こ
す
「
事
件
」
も
、
「
事
件
」
を
成
立
さ

せ
る
「
場
面
」
も
、
か
な
ら
ず
し
も
必
要
と
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
詩
の
世
界
は
、

文
学
教
材
（
小
説
・
童
話
）
を
構
成
す
る
要
素
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
詩
の
世
界
に
、
独
自
の
構
成
要
素
を
見
出
だ
す
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
編
成
案
は
、
従
来
の
主
題
・
話
題
に
よ
る
編
成
と
違
っ
て
、
異
化
の

世
界
を
作
り
だ
す
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
要
素
に
よ
っ
て
編
成
し
て
い
る
点
に
特
徴

が
あ
る
。
何
に
対
し
て
、
異
化
の
現
象
を
作
り
だ
す
の
か
、
と
い
う
と
き
に
、
お
よ

そ
、
①
∫
⑤
の
項
目
（
詩
の
世
界
）
に
絞
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。

　
①
「
話
者
」

　
「
話
者
」
と
は
、
作
者
の
設
定
し
た
「
語
り
手
」
で
あ
る
。
作
者
の
設
定
し
た
、

詩
の
世
界
の
作
者
で
あ
る
。
詩
の
世
界
は
、
そ
の
話
者
に
よ
っ
て
、
異
化
の
世
界
に

変
容
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
異
化
の
世
界
を
作
り
だ
す
詩
教
育
に
と
っ
て
、
基
本
的

な
要
素
で
あ
る
。

　
小
学
校
の
詩
教
材
の
多
く
は
、
少
年
詩
（
大
人
の
詩
人
の
書
く
詩
）
で
あ
る
。
そ

し
て
、
少
年
詩
で
は
、
大
人
の
作
者
が
子
ど
も
の
話
者
を
設
定
す
る
の
が
普
通
で
あ

る
。　

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
、
作
者
名
を
抜
い
て
国
語
教
科
書
（
四
年
）
に

載
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

か
ら
　
　
　
宮
入
黎
子

ざ
り
が
に
が

す
ぽ
っ
と
、
か
ら
を
ぬ
い
だ
ん
だ
。

赤
い
じ
ょ
う
ぶ
な
　
か
ら
。

着
な
れ
た
や
つ
。

田
ん
ぽ
の
ど
ろ
の
し
み
た
や
つ
。

今や
わ
ら
か
い
白
い
　
か
ら
な
ん
だ
。

か
ら
を
ぬ
ぐ
っ
て
、

ど
ん
な
気
持
ち
だ
ろ
う
。

ぬ
ぎ
す
て
る
た
び
、

異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）
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大
き
く
な
る
ざ
り
が
に
。

ぼ
く
に
も
か
ら
が
あ
っ
た
ら
、

ば
り
ば
り
ぬ
ぐ
。

お
と
な
に
な
っ
て
ど
こ
へ
で
も
行
く

O

　
作
者
は
大
人
の
女
流
詩
人
「
宮
入
黎
子
」
で
あ
る
。
作
者
は
、
「
ざ
り
が
に
」
の

よ
う
に
、
「
か
ら
」
を
「
ば
り
ば
り
ぬ
」
い
で
「
お
と
な
に
な
っ
て
」
い
く
、
と
い

う
テ
ー
マ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
「
話
者
」
を
少
年
に
設
定
し
た
の
だ
っ
た
。
し
か

し
、
国
語
教
科
書
に
載
っ
た
と
き
、
こ
の
作
品
の
「
作
者
の
名
前
」
は
省
か
れ
て
い

た
。
教
科
書
の
編
集
者
に
よ
る
と
、
作
者
の
名
前
を
書
く
と
、
子
ど
も
た
ち
が
「
作

者
は
『
ぼ
く
』
と
い
う
男
の
子
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
問
を
も
つ
の
で
、
作
者
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
別
一

を
付
け
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
事
実
は
、
話
者
を
め
ぐ
る
、
た
い
へ
ん
象
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
詩

教
育
研
究
に
お
い
て
、
「
話
者
」
と
い
う
考
え
方
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
事

実
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
作
者
は
、
詩
の
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
話
者
を
設
定
す

る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
事
実
は
、
異
化
の
世
界
を
作
り
だ
す
詩
教
育
に
と
っ
て
、

不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
詩
教
育
研
究
に
は
な
か
っ
た
、
新
し
い
教
材

編
成
の
視
点
と
し
て
、
話
者
と
い
う
要
素
を
重
視
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
工
藤
直
子
詩
集
『
の
は
ら
う
た
』
（
一
九
八
四
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
載

っ
て
い
る
。

あ
い
さ
つ
　
　
へ
び
い
ち
の
す
げ

ぽ
く
は
　
し
っ
ぼ
に
　
よ
び
か
け
る

「
お
お
い
　
げ
ん
き
か
あ
」

す
る
と
　
む
こ
う
の
　
く
さ
む
ら
か
ら

し
っ
ぽ
が
　
ハ
キ
ハ
キ
　
ヘ
ん
じ
を
す
る

「
げ
ん
き
　
ぴ
ん
ぴ
ん
！
」

ぽ
く
は
　
あ
ん
し
ん
し
て

さ
ん
ぽ
を
　
つ
づ
け
る

お
と
　
　
　
　
い
け
し
ず
こ

ぽ
ち
ゃ
ん
　
ぽ
ち
ょ
ん

ち
ゅ
ぴ
　
じ
ゃ
ぶ

ざ
ぶ
ん
　
ば
し
ゃ

ぴ
ち
　
ち
ょ
ん

ざ
ざ

ぱ
し
ゅ

た
ぷ
ん

ぽ
っ

だ
ぶ

　
ぽ
し
ょ

　
ぷ
く

ど
ぽ
ん
・

わ
た
し
は

い
ろ
ん
な
　
お
と
が
す
る

さ
ん
ぽ
を
　
し
な
が
ら

「
さ
ん
ぽ
」
の
作
者
は
「
へ
び
い
ち
の
す
け
」
で
あ
り
、
「
お
と
」
の
作
者
は
「
い
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け
し
ず
こ
」
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
作
者
・
工
藤
直
子
自
身
で
は
な
く
、
作
者
の
設

定
し
た
話
者
で
あ
る
。
詩
集
『
の
は
ら
う
た
』
は
、
す
べ
て
の
作
品
が
、
話
者
（
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
5
一

は
ら
村
の
住
人
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
話
者
と
い
う
考
え

方
が
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
作
品
の
構
造
は
説
明
で
き
な
い
。
詩
教
材
の
編
成
要
素

と
し
て
、
「
話
者
」
と
い
う
考
え
方
を
必
要
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

　
詩
教
育
研
究
だ
け
で
な
く
、
現
代
詩
の
詩
論
に
お
い
て
も
、
「
詩
と
は
、
作
者
の

直
接
表
現
で
あ
る
」
と
い
う
通
念
が
あ
っ
て
、
詩
の
世
界
で
は
、
作
者
が
異
質
の
「
話

者
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
あ
る
、
　
1
と
い
う
考
え
方
は
、
ま
だ
、
一
般
化
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
「
か
ら
」
や
詩
集
『
の
は
ら
う
た
』
の
世
界
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
「
話

者
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、
詩
の
世
界
は
大
き
く
ひ
ら
か
れ
て
い
く
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
詩
1
1
作
者
の
直
接
表
現
」
と
い
う
詩
観
か
ら
、
自
由
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
6
一

な
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
「
話
者
」
の
存
在
を
、
教
材
編
成
の
一
つ
の
要
素
と
す

る
所
以
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
品
を
「
話
者
型
の
詩
」

と
名
づ
げ
て
い
る
。

　
②
「
存
在
」

　
「
存
在
」
と
い
う
要
素
は
、
詩
の
世
界
を
、
「
モ
ノ
・
コ
ト
の
存
在
感
」
を
表
す

文
学
と
み
て
い
く
、
教
材
編
成
の
要
素
で
あ
る
。
異
化
の
世
界
と
し
て
の
詩
の
世
界

は
、
子
ど
も
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
モ
ノ
・
コ
ト
を
、
詩
の
方
法
に
よ
っ
て
変
容
・

生
成
し
て
い
く
こ
と
で
成
立
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
・
コ
ト
の
存
在
感

を
表
現
す
る
文
学
で
あ
る
。
「
人
物
・
場
面
・
事
件
」
を
主
要
素
と
す
る
、
散
文
の

童
話
教
材
・
小
説
教
材
と
、
そ
の
点
は
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
ま
ど
・
み
ち
お
「
つ
げ
も
の
の
お
も
し
」
（
小
学
校
の
代
表
的
な
教

材
）
は
、

　
　
　
　
　
　
異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）

　
　
つ
け
も
の
の
お
も
し
は

　
　
あ
れ
は
　
な
に
　
し
て
る
ん
だ

　
　
あ
そ
ん
で
る
よ
う
で

　
　
は
た
ら
い
て
る
よ
う
で

　
　
お
こ
っ
て
る
よ
う
で

　
　
わ
ら
っ
て
る
よ
う
で

の
よ
う
に
、
モ
ノ
（
つ
け
も
の
の
お
も
し
）
の
存
在
感
を
、
多
面
的
に
と
ら
え
た
作

品
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
、
「
つ
げ
も
の
の
お
も
し
」
を
こ
の
よ
う
に
は

見
な
い
。
日
常
的
に
見
慣
れ
た
モ
ノ
の
存
在
感
を
、
多
面
的
に
み
て
い
く
こ
と
で
発

見
し
た
作
品
で
あ
る
。

　
谷
川
俊
太
郎
「
朝
の
リ
レ
ー
」
（
中
学
校
の
代
表
的
な
教
材
）
は
、

　
　
こ
の
地
球
で
は

　
　
い
つ
も
ど
こ
か
で
朝
が
は
じ
ま
っ
て
い
る

　
　
ぽ
く
ら
は
朝
を
リ
レ
ー
す
る
の
だ

　
　
経
度
か
ら
経
度
へ
と

　
　
そ
う
し
て
い
わ
ば
交
替
で
地
球
を
守
る

の
よ
う
に
、
コ
ト
（
朝
）
の
存
在
感
を
、
比
楡
に
よ
っ
て
、
地
球
規
模
の
ス
ケ
ー
ル
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異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）

の
中
で
表
現
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
は
、
一
つ
の
新

し
い
見
方
を
発
見
す
る
。

　
萩
原
朔
太
郎
「
竹
」
（
高
校
の
代
表
的
な
教
材
）
は
、

　
　
光
る
地
面
に
竹
が
生
え
、

　
　
青
竹
が
生
え
、

　
　
地
下
に
は
竹
の
根
が
生
え
、

　
　
根
が
し
だ
い
に
ほ
そ
ら
み
、

　
　
根
の
先
よ
り
繊
毛
が
生
え
、

　
　
か
す
か
に
け
ぶ
る
繊
毛
が
生
え
、

　
　
か
す
か
に
ふ
る
え
。

の
よ
う
に
、
モ
ノ
（
竹
）
の
存
在
感
を
、
し
な
や
か
な
想
像
力
で
と
ら
え
た
作
品
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
小
・
中
・
高
の
詩
の
世
界
で
は
、
「
モ
ノ
・
コ
ト
の
存
在
感
」
が
、

詩
人
に
よ
っ
て
、
個
性
的
に
、
多
様
に
、
多
彩
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
詩
の
世
界
は
、

子
ど
も
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
「
モ
ノ
・
コ
ト
」
に
、
新
し
い
「
存
在
感
」
（
ア
イ

デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
）
を
与
え
る
文
学
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
て
き
た
。
本
研
究
で
は
、

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
品
を
「
存
在
型
の
詩
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

　
③
「
思
想
」

　
「
思
想
」
と
い
う
要
素
は
、
詩
の
世
界
に
お
い
て
、
と
く
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
つ

よ
い
作
品
を
編
成
し
て
い
く
た
め
の
要
素
で
あ
る
。
存
在
型
の
詩
が
モ
ノ
・
コ
ト
の

新
し
い
見
方
を
表
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
思
想
型
の
詩
は
、
新
し
い
考
え
方
を
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
よ
う
と
す
る
作
品
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
吉
野
弘
「
夕
焼
け
」
は
、
思
想
型
の
代
表
的
な
詩
で
あ
る
。

　
　
や
さ
し
い
心
の
持
ち
主
は

　
　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　
　
わ
れ
に
も
あ
ら
ず
受
難
者
と
な
る

　
　
何
故
っ
て

　
　
や
さ
し
い
心
の
持
ぢ
主
は

　
　
他
人
の
つ
ら
さ
を
自
分
の
つ
ら
さ
の
よ
う
に

　
　
感
じ
る
か
ら
。

　
　
や
さ
し
い
心
に
責
め
ら
れ
な
が
ら

　
　
娘
は
ど
こ
ま
で
ゆ
け
る
だ
ろ
う
。

　
や
さ
し
さ
と
は
何
か
、
と
い
う
思
想
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
っ
た
作
品
で
あ
る
。

生
徒
た
ち
の
や
さ
し
さ
の
通
念
に
対
し
て
、
「
受
難
と
し
て
の
や
さ
し
さ
」
と
い
う

全
く
新
し
い
考
え
方
を
提
示
し
た
作
品
で
あ
る
。

　
石
垣
り
ん
「
挨
拶
」
は
、
広
島
の
原
爆
に
つ
い
て
、
一
つ
の
思
想
を
語
っ
て
い
る
。

　
　
一
九
四
五
年
八
月
六
目
の
朝

　
　
一
瞬
に
し
て
死
ん
だ
二
五
万
の
人
す
べ
て

　
　
い
ま
在
る

　
　
あ
な
た
の
如
く
私
の
如
く

　
　
や
す
ら
か
に
　
美
し
く
　
油
断
し
て
い
た



　
ヒ
ロ
シ
マ
の
意
味
を
問
う
、
深
い
思
想
的
な
作
品
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
八
月
六

日
の
ヒ
ロ
シ
マ
を
、
「
い
ま
」
の
「
あ
な
た
」
や
「
私
」
に
重
ね
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
は

過
去
の
出
来
事
で
は
な
く
、
現
在
そ
し
て
未
来
の
出
来
事
で
も
あ
る
、
と
い
う
考
え

方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
思
想
」
（
新
し
い
考
え
方
）
は
、
文
学
一
般

に
み
ら
れ
る
要
素
で
も
あ
る
が
、
詩
の
世
界
で
は
、
詩
の
方
法
（
リ
ズ
ム
・
比
楡
・

フ
ォ
ル
ム
な
ど
）
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
点
に
、
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
本
研
究
で

は
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
品
を
、
「
思
想
型
の
詩
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

に
た
と
え
て
、
生
と
死
の
一
瞬
の
時
間
を
と
ら
え
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
も
、
鹿
の

運
命
は
、
「
彼
の
棲
家
で
あ
る
／
大
き
い
森
の
夜
」
を
背
景
と
し
て
、
「
黄
金
の
よ
う

に
光
る
」
と
あ
っ
て
、
対
比
的
な
空
問
を
作
り
だ
し
、
生
と
死
の
問
の
緊
迫
感
を
う

み
だ
し
て
い
る
。
詩
の
方
法
と
し
て
、
「
時
間
・
空
間
」
の
と
ら
え
方
・
あ
ら
わ
し

方
に
特
徴
を
も
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　
石
垣
り
ん
「
崖
」
は
、
サ
イ
パ
ソ
島
の
崖
の
上
か
ら
身
を
投
げ
た
女
性
た
ち
の
こ

と
を
、
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④
「
時
間
・
空
問
」

　
「
時
問
・
空
問
」
と
い
う
要
素
は
、
散
文
の
文
学
の
要
素
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

散
文
の
文
学
の
よ
う
に
「
い
つ
・
ど
こ
で
」
と
い
っ
た
、
特
定
の
要
素
を
も
た
な
い

の
が
普
通
で
あ
る
。
詩
の
世
界
で
は
、
現
実
の
時
間
・
空
問
と
い
う
の
で
は
な
く
、

「
モ
ノ
・
コ
ト
の
存
在
感
」
を
表
現
す
る
た
め
に
、
現
実
の
時
間
・
空
問
を
変
容
せ

し
め
る
こ
と
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
「
鹿
」
（
村
野
四
郎
）
で
は
、
人
間
に
狙
わ
れ
た
鹿
の
運
命
に
つ
い
て
、

彼
は
　
す
ん
な
り
立
っ
て

村
の
方
を
見
て
い
た

生
き
る
時
間
が
黄
金
の
よ
う
に
光
る

彼
の
棲
家
で
あ
る

大
き
い
森
の
夜
を
背
景
に
し
て

と
、
一
瞬
の
輝
か
し
い
時
問
・
空
問
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
生
き
る
時
間
が

黄
金
の
よ
う
に
光
る
」
と
、
目
に
見
え
な
い
時
問
を
、
目
に
見
え
る
モ
ノ
（
「
黄
金
」
）

そ
れ
が
ね
え

ま
だ
一
人
も
海
に
と
ど
か
な
い
の
だ
。

十
五
年
も
た
つ
と
い
う
の
に

ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。

あ
の
、

女
。

と
、
現
実
の
時
問
・
空
問
の
観
念
を
大
き
く
変
容
せ
し
め
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
崖

の
上
か
ら
身
を
投
げ
た
女
性
た
ち
が
、
「
十
五
年
も
た
つ
」
と
い
う
の
に
、
「
ま
だ
一

人
も
海
に
と
ど
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
。
時
間
的
・
空

間
的
に
中
吊
り
の
状
態
に
置
く
、
と
い
う
方
法
（
と
ら
え
方
・
あ
ら
わ
し
方
）
に
よ

っ
て
、
過
去
の
戦
争
が
、
現
在
に
つ
づ
く
問
題
と
し
て
間
い
た
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
詩
の
世
界
に
は
、
異
化
の
世
界
を
作
り
だ
す
た
め
に
、
「
時
問
・
空
問
」

の
変
容
・
生
成
と
い
う
現
象
を
作
り
だ
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
本
論
文
研
究
で
は
、

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
品
を
「
時
問
型
の
詩
」
「
空
間
型
の
詩
」
と
名
づ
け
て
い

る
。

異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）
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⑤
「
こ
と
ば
」

　
「
こ
と
ば
」
と
い
う
要
素
は
、
「
こ
と
ば
あ
そ
び
詩
」
に
代
表
さ
れ
る
詩
の
世
界

を
と
ら
え
る
た
め
の
視
点
で
あ
る
。
「
こ
と
ば
あ
そ
び
詩
」
は
、
詩
の
形
式
（
リ
ズ

ム
・
フ
ォ
ル
ム
）
に
よ
っ
て
、
「
こ
と
ば
」
の
可
能
性
を
追
求
す
る
文
学
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
谷
川
俊
太
郎
「
か
っ
ぱ
」
は
、
そ
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。
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ナ
ソ
セ
ソ
ス
な
内
容
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
詩
に
表
現
し
て
い
る
。
「
か
っ
ぱ
」
「
ら
っ

ぱ
」
「
な
っ
ぱ
」
な
ど
の
、
た
た
み
か
け
る
よ
う
な
快
い
リ
ズ
ム
感
が
あ
る
。
「
こ
と

ば
の
リ
ズ
ム
」
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
た
作
品
と
み
て
よ
い
。

　
ま
た
、
山
田
今
次
「
あ
め
」
は
、

あ
め
　
あ
め
　
あ
め

あ
め
　
あ
め
　
あ
め

あ
め
は
　
ぼ
く
ら
を

ざ
ん
ざ
か
　
ざ
ん
ざ
か

あ
め

あ
め

ざ
ん
ざ
か

た
た
く

さ
ん
ざ
ん
　
ざ
か
ざ
か

あ
め
は
　
ざ
ん
ざ
ん
　
ざ
か
ざ
か

ほ
っ
た
て
ご
や
を
　
ね
ら
っ
て

　
ざ
か
ざ
か

た
た
く

の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
オ
ノ
マ
ト
ペ
だ
け
で
、
「
ぼ
く
ら
の
　
く
ら
し
」
を
た
た
く

雨
の
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
品
を
、
私
は
、
〕
」
と
ば

あ
そ
び
詩
」
と
名
づ
け
て
、
詩
の
世
界
に
独
自
の
分
野
と
考
え
て
い
る
。
詩
の
世
界

に
お
い
て
、
日
本
語
の
も
つ
「
リ
ズ
ム
・
フ
ォ
ル
ム
」
の
要
素
を
、
も
っ
と
も
強
く

表
現
し
て
い
る
分
野
で
あ
る
。
そ
し
て
、
音
読
・
朗
読
・
群
読
な
ど
、
国
語
科
の
音

声
表
現
教
育
に
、
多
く
の
詩
教
材
を
提
供
し
て
い
る
分
野
で
も
あ
る
。
本
研
究
で
は
、

こ
の
よ
う
な
タ
ィ
プ
の
作
品
を
「
こ
と
ば
型
の
詩
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

　
研
究
の
ま
と
め

　
詩
教
材
の
編
成
に
つ
い
て
の
歴
史
を
批
判
的
に
検
討
し
た
上
で
、
本
研
究
で
提
案

し
た
の
は
、
異
化
の
世
界
を
作
り
だ
す
主
要
な
要
素
に
よ
っ
て
、
詩
の
世
界
を
編
成

し
て
い
く
、
と
い
う
教
材
編
成
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。

　
異
化
の
世
界
と
し
て
の
詩
の
世
界
は
、
①
∫
⑤
の
要
素
の
ど
れ
か
を
内
在
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
作
品
に
よ
っ
て
は
、
複
数
の
要
素
を
内
在
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
①
話
者
型
の
「
あ
い
さ
つ
」
は
、
存
在
型
の
作
品
で
も
あ
る
し
、

「
お
と
」
は
こ
と
ば
型
の
作
品
で
も
あ
る
。
②
存
在
型
の
「
朝
の
リ
レ
ー
」
は
、
思

想
型
の
作
品
で
も
あ
る
し
、
③
思
想
型
の
「
挨
拶
」
は
、
時
問
・
空
間
型
の
作
品
で

も
あ
る
。
④
時
間
・
空
間
型
の
「
崖
」
は
、
思
想
型
の
作
品
で
も
あ
る
し
、
⑤
こ
と

ば
型
の
「
あ
め
」
は
、
思
想
型
の
作
品
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
受
容
指
導
に
お

い
て
は
、
ど
れ
か
の
要
素
に
的
を
し
ぽ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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①
∫
⑤
と
い
う
詩
の
世
界
の
特
色
は
、
詩
の
世
界
を
異
化
の
現
象
と
み
て
い
る
こ

と
、
従
来
の
詩
教
材
の
分
類
法
に
対
し
て
、
新
し
い
枠
組
み
を
提
示
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
し
て
“
詩
教
材
を
み
て
い
く
基
本
的
な
視
点
は
、

　
・
ど
の
よ
う
な
異
化
の
世
界
で
あ
る
か
（
①
∫
⑤
）
。

　
・
ど
の
よ
う
な
異
化
の
方
法
（
と
ら
え
方
）
で
あ
る
か
。

　
・
ど
の
よ
う
な
異
化
の
技
法
（
あ
ら
わ
し
方
）
で
あ
る
か
。

と
い
う
三
点
に
整
理
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
読
者
・
学
習
者
の
「
学
年
」
に
合
っ
た

内
容
の
作
品
で
あ
る
こ
と
、
読
者
・
学
習
者
に
と
っ
て
価
直
あ
る
教
育
内
容
を
も
っ

た
作
品
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
条
件
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　
以
下
、
継
続
研
究
に
よ
っ
て
、
①
∫
⑤
の
詩
の
世
界
と
そ
の
指
導
法
に
つ
い
て
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
7
一

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

1注
（
2
）543

足
立
悦
男
「
異
化
の
詩
教
育
学
」
『
国
文
学
孜
』
第
一
六
一
号
　
広
島
大
学
国
語
国
文

学
会
　
一
九
九
九
。
同
「
異
化
の
詩
教
育
学
－
実
践
個
体
史
研
究
」
『
島
根
大
学
教
育

学
部
紀
要
』
第
三
三
巻
（
教
育
科
学
編
）
一
九
九
九
。

足
立
悦
男
「
現
代
詩
教
材
論
」
『
現
代
詩
の
授
業
』
文
化
評
論
出
版
　
一
九
七
八
。
同

「
詩
教
材
の
可
能
性
」
小
沢
・
足
立
『
国
語
教
材
研
究
シ
リ
ー
ズ
4
　
詩
編
』
桜
楓

杜
　
一
九
八
一
。
同
「
詩
の
教
材
論
の
た
め
に
」
『
新
し
い
詩
教
育
の
理
論
』
明
治
図

書
　
一
九
八
三
。
同
「
国
語
の
教
材
研
究
と
授
業
の
改
善
」
大
槻
和
夫
編
『
国
語
教

育
学
』
福
村
出
版
　
一
九
九
〇
、
ほ
か
。

『
新
版
国
語
　
6
年
上
』
教
育
出
版
　
一
九
九
二
　
一
五
八
∫
一
六
四
頁
。

『
新
版
　
中
学
国
語
　
3
』
教
育
出
版
　
一
九
九
三
　
二
二
九
∫
二
三
六
頁
。

足
立
悦
男
「
詩
教
材
研
究
の
視
座
と
方
法
」
『
新
し
い
詩
教
育
の
理
論
』
明
治
図
書

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
u
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

一
九
八
三
。

関
口
安
義
『
国
語
教
育
と
読
者
論
』
明
治
図
書
　
一
九
八
六
、
田
近
淘
一
『
読
み
手
を

育
て
る
』
明
治
図
書
一
九
九
三
、
井
上
一
郎
『
読
者
と
し
て
の
子
ど
も
の
読
み
の
形

成
』
明
治
図
書
　
一
九
九
三
、
ほ
か
。

足
立
悦
男
「
詩
の
授
業
は
鑑
賞
指
導
だ
け
で
よ
い
か
」
『
教
育
科
学
国
語
教
育
』
一
九

八
三
・
六
、
同
『
新
し
い
詩
教
育
の
理
論
』
明
治
図
書
　
一
九
八
三
。

足
立
悦
男
「
詩
」
田
近
淘
一
ほ
か
編
『
国
語
教
育
指
導
用
語
辞
典
』
教
百
出
版
　
一
九

八
四
。

足
立
悦
男
「
詩
の
授
業
は
鑑
賞
指
導
だ
け
で
よ
い
か
」
『
教
育
科
学
国
語
教
育
』
一
九

八
三
・
六
。

足
立
悦
男
「
詩
」
田
近
淘
一
ほ
か
編
『
国
語
教
育
指
導
用
語
辞
典
』
教
育
出
版
　
一
九

八
四
。

日
本
文
学
教
育
連
盟
編
『
国
語
教
科
書
の
詩
・
小
学
校
篇
』
有
信
堂
　
一
九
七
一
、
同

『
国
語
教
科
書
の
詩
・
中
学
校
篇
』
有
信
堂
　
一
九
七
二
。

渋
谷
清
視
「
国
語
教
科
書
詩
教
材
の
概
観
と
間
題
点
」
目
本
文
学
教
育
連
盟
編
『
国
語

教
科
書
の
詩
・
小
学
校
篇
』
有
信
堂
　
一
九
七
一
。

久
米
井
束
「
は
じ
め
に
1
国
語
教
科
書
の
詩
」
日
本
文
学
教
育
連
盟
編
『
国
語
教
科
書

の
詩
・
小
学
校
篇
』
有
信
堂
　
一
九
七
一
。

安
藤
操
「
国
語
教
科
書
詩
教
材
の
概
観
と
間
題
点
」
日
本
文
学
教
育
連
盟
『
国
語
教
科

書
の
詩
中
学
校
篇
』
有
信
堂
　
一
九
七
二
。

足
立
悦
男
「
現
代
詩
教
材
論
」
『
現
代
詩
の
授
業
』
文
化
評
論
出
版
　
一
九
七
八
。
国

語
教
科
書
の
詩
に
つ
い
て
、
中
学
で
は
「
ポ
エ
ジ
ー
の
不
在
」
、
高
校
で
は
「
戦
後
詩

へ
の
邊
巡
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

安
藤
操
「
国
語
教
科
書
詩
教
材
の
概
観
と
問
題
点
」
日
本
文
学
教
育
連
盟
編
『
国
語
教

異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）
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異
化
の
詩
教
育
学
（
足
立
）

科
書
の
詩
・
中
学
校
篇
』
有
信
堂
。

（
1
7
）
渡
辺
増
治
「
詩
の
授
業
に
お
け
る
基
本
教
材
表
（
第
二
次
試
案
）
」
日
本
文
学
教
育
連

　
　
　
盟
編
『
詩
の
授
業
－
鑑
賞
指
導
の
理
論
と
実
際
』
新
光
閣
　
一
九
七
二
。
こ
の
案
は
、

　
　
　
目
本
文
学
教
育
連
盟
詩
教
育
研
究
部
会
の
集
団
研
究
を
へ
て
、
渡
辺
の
文
責
に
よ
っ

　
　
　
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
1
8
）
同
上
。

（
1
9
）
菊
永
謙
は
、
七
〇
年
代
の
少
年
詩
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
以
下
の
詩
集
を
あ
げ
て
い

　
　
　
る
（
「
少
年
詩
論
の
現
在
」
『
現
代
少
年
詩
論
』
教
育
出
版
セ
ソ
タ
ー
　
一
九
九
二
）
。
『
こ

　
　
　
ど
も
ポ
エ
ム
ラ
ソ
ド
』
（
児
文
協
編
　
教
育
出
版
セ
ソ
タ
ー
　
学
年
別
　
全
六
巻
）
『
オ

　
　
　
ア
シ
ス
の
魚
』
『
め
だ
か
の
学
校
』
（
児
文
協
編
　
小
峰
書
店
）
『
詩
の
ア
ル
バ
ム
』
（
立

　
　
　
原
え
り
か
編
　
太
平
出
版
杜
　
全
十
二
巻
）
『
詩
の
く
に
へ
』
（
新
川
和
江
編
　
太
平
出

　
　
　
版
杜
）
『
詩
の
ラ
ソ
ド
セ
ル
』
（
吉
田
瑞
穂
編
　
ら
く
だ
出
版
　
学
年
別
・
全
六
巻
）
『
現

　
　
　
代
少
年
詩
集
8
4
／
8
5
／
8
6
／
…
』
（
現
代
少
年
詩
集
編
集
委
編
　
年
刊
　
芸
風
書
院
）
『
日

　
　
　
本
の
詩
』
（
遠
藤
豊
吉
編
　
小
峰
書
店
　
全
十
巻
）
『
赤
い
鳥
　
青
い
鳥
』
（
渡
辺
浦
人

　
　
　
編
教
育
出
版
セ
ソ
タ
ー
）
『
ま
ん
ま
る
い
目
』
（
み
み
づ
く
の
会
編
か
ど
創
房
）
な

　
　
　
ど
。

（
2
0
）
一
児
童
詩
の
代
表
的
な
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
は
、
以
下
の
詩
集
が
あ
る
。
弥
吉
菅
一
・

　
　
松
本
利
昭
編
『
詩
の
行
列
』
全
六
巻
（
少
年
写
真
新
聞
杜
　
一
九
七
一
）
は
、
一
年
生

　
　
　
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
詩
を
、
学
年
別
に
編
集
し
た
作
品
集
で
あ
る
。
朝
目
新
聞
杜

　
　
編
『
小
さ
な
目
』
全
三
巻
（
あ
か
ね
書
房
　
一
九
七
四
）
は
、
1
・
2
年
、
3
・
4
年
、

　
　
　
5
・
6
年
の
よ
う
に
低
・
中
・
高
学
年
に
よ
る
編
集
で
あ
る
。
『
き
り
ん
の
本
』
全
三

　
　
巻
（
理
論
杜
　
一
九
八
八
）
も
、
1
・
2
年
、
3
・
4
年
、
5
・
6
年
と
、
低
・
中
・

　
　
高
学
年
に
よ
る
編
集
で
あ
る
。
児
童
詩
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
詩
集
が
「
作
者
の
学
年
」

　
　
　
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
「
平
成
四
年
度
・
編
集
の
趣
旨
と
特
色
」
『
新
版
　
国
語
』
教
育
出
版
　
一
九
九
二
。

（
2
2
）
「
平
成
五
年
度
　
編
集
の
趣
旨
と
特
色
」
『
新
版
　
中
学
国
語
』
教
育
出
版
　
一
九
九
三
。

（
2
3
）
　
小
説
の
構
成
要
素
と
し
て
は
、
一
般
に
、
「
人
物
・
事
件
・
環
境
・
」
の
三
つ
の
要
素

　
　
　
が
あ
る
、
と
認
め
ら
れ
て
い
る
（
川
端
康
成
『
小
説
の
構
成
』
三
笠
書
房
　
一
九
四

　
　
　
一
、
ほ
か
）
。
文
学
教
育
の
領
域
で
は
、
三
枝
康
高
の
「
構
造
分
析
・
読
解
」
論
が
、

　
　
　
同
じ
よ
う
に
「
事
件
・
環
境
・
人
物
」
を
小
説
教
材
の
三
要
素
と
し
て
い
る
。
「
事
件

　
　
　
・
環
境
・
人
物
」
の
相
互
関
係
を
図
式
化
し
な
が
ら
分
析
し
て
い
く
、
と
い
う
指
導

　
　
　
論
で
あ
る
（
『
構
造
分
析
の
読
解
』
明
治
図
書
　
一
九
六
九
）
。

（
2
4
）
西
郷
竹
彦
は
、
「
か
ら
」
（
官
入
黎
子
）
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
対
し
て
、
文
芸
学
か

　
　
ら
み
て
「
作
者
」
と
「
話
者
」
を
区
別
す
べ
き
こ
と
、
話
者
を
「
ぽ
く
」
に
設
定
し
た

　
　
と
い
う
「
虚
構
の
方
法
」
を
指
導
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
作
者

　
　
と
話
者
」
『
文
芸
学
講
座
（
v
）
』
明
治
図
書
　
一
九
七
八
　
一
四
頁
）
。
ま
た
、
大
森

　
　
修
に
、
こ
の
主
張
を
ふ
ま
え
た
「
話
者
」
の
指
導
例
が
あ
る
（
「
話
者
と
作
者
の
区
別
」

　
　
　
『
国
語
科
発
問
の
定
石
化
』
明
治
図
書
　
一
九
八
五
）
。

（
2
5
）
作
者
の
工
藤
直
子
は
、
詩
集
『
の
は
ら
う
た
』
（
童
話
屋
　
一
九
八
四
）
で
は
、
「
の
は

　
　
ら
み
ん
な
の
だ
い
り
に
ん
」
と
い
う
役
割
を
演
じ
て
い
る
（
『
の
は
ら
う
た
』
の
で
き

　
　
た
わ
け
」
）
。

（
2
6
）
現
代
詩
の
詩
論
で
は
、
入
沢
康
夫
の
「
発
話
者
」
論
が
あ
る
。
入
沢
は
『
詩
の
構
造
に

　
　
つ
い
て
の
覚
え
書
』
（
一
九
七
〇
）
に
お
い
て
、
「
詩
人
－
話
者
－
主
人
公
」
論
を
展
開

　
　
し
て
い
る
。

（
2
7
）
話
者
に
関
し
て
は
、
足
立
悦
男
「
話
者
論
と
詩
教
育
」
（
1
∫
3
）
『
島
根
大
学
教
育
学

　
　
部
紀
要
』
第
2
9
巻
S
第
3
1
巻
　
一
九
九
四
∫
一
九
九
六
、
を
参
照
。


